
永続的発展に向けた地方分散モデル事業
岡山県真庭市（2018年度選定）

6.取組成果

①「木を使い切る真庭」事業
・木質バイオマス発電事業：売電収入17.6億円、燃料購入12.1億円、関連雇用者
数50人、公共施設83施設以上で電力利用 → エネルギー自給率：67.9％
→広葉樹の搬出等の補助制度導入により、活用する仕組みを実証中
・CLT事業の展開：三菱地所・隈研吾設計事務所と連携しR3.7に整備した

「GREENableHIRUZEN」はＲ6.3末で28万人来場
→ 同蒜山地内の遊休施設をシェアオフィス「蒜山ひととき」として整備。R5.4オープン
②「有機廃棄物資源化」事業
・生ごみ資源化
→ 2024年度稼働開始へ向け工事着手
（同時に整備中のバイオ液肥の濃縮施設は日本初）

③着地型観光商品の開発
・市民向けのSDGs関連施設の見学を行う市内SDGsツアーを創出
→ ツアー利用団体218件（内7団体は海外）、2,869人（R5年度）

7.今後の展開策
・木質バイオマス利活用は、広葉樹活用の検討を引き続き検証。
・生ごみ資源化事業は、本格プラントへ向け順調に整備中（2024年度本格稼働）
・SDGsミーティングの継続実施：SDGsに取り組む市民を育成
・おかやまSDGsオーダーメイドツアーの利用者拡大やコンテンツ追加

8.他地域への展
開状況（普及効果）

SDGs関連視察等は新型コロナウイルスの影響もありオンラインによるヒアリングやWebメディアへの掲載等であった。なお、真庭SDGsパー
トナー制度（541団体、16個人：R6.3.31）や「円卓会議」や「ミーティング」に関連する問い合わせ等が増加している。
⇒視察・講演等：24件（岡山県立大学、専修大学など）

4.自治体SDGs推進等に向けた取組

林業木材産業・バイオマス産業による経済・社会・環境を繋ぐ地域
システムのノウハウを基に、地域分散型モデルの形成へ向け、市民を
巻き込み地域資源を活用した、新たな地域経済構造の定着を目
指し、次の事業を推進。
①「木を使い切る真庭」事業
・木質バイオマスエネルギー利用やＣＬＴ等木材利用の推進
②「有機廃棄物資源化」事業
・生ゴミの資源化による液肥活用の推進
③「行ってみたくなる、住んでみたくなる」事業
・着地型観光（バイオマスツアー真庭）の推進

5.取組推進の工夫
市内外の様々なステークホルダーとの連携の仕組みとして、「真庭Ｓ
ＤＧｓパートナー」が情報収集・意見交換等を行う、「真庭ＳＤＧ
ｓ円卓会議」や「真庭ＳＤＧｓミーティング」を行い、取組状況の
確認やアイディア出しなどを行いSDGｓの取組を推進することで、市
民を含めた合意形成を実施。
また行政の取組をSDGsのゴールごとへ見える化しHPにて公開。

1.地域の特徴と
課題及び目標

中山間地域における地方分散型のモデル地域を目指し、人口減少の抑制と年齢構成の
偏在の解消に向け、既に効果が発現している地域エネルギー活用を進め、エネルギー自給
率100％を目指すとともに、地域資源を活用した循環型の「回る経済」を確立する。

2.関連する
ゴール

3.取組の概要
(三側面をつなぐ統合
的取組概要を含む)

多様なステークホルダーの連携により、木質バイオマス発電の推進によるエネルギー自給率の向上や木材需要拡大へ向けたＣＬＴ等の活用促
進を行うとともに、蓄積したノウハウを生かして、バイオ液肥（生ごみ活用）やスマート農業の推進などによる地域資源を活用した循環型の「回
る経済」をつくるとともに、市民に分かりやすくSDGsの理念を伝える普及啓発を実施し、市民の誇り（シビック・プライド）の醸成とPRを図る。
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（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2020年12月 1 基 2023年 1 基 2030年 2 基 0%

経2 2020年12月 2 者 2023年 19 者 2030年 5 者 567%

社3 2014年9月 76.4 ％ 2023年 データなし ％ 2030年 85 ％以上 －

環4 2019年度末 実証実験中 - 2023年 施設整備中 - 2030年 1施設完成 - －

環5 2019年度末 11,082.0 t/年 2023年 10,368 t/年 2030年 5,358 t/年 12%

（２）自治体SDGsの推進に資する取組の達成状況

No 取組名 達成度
（％）

1 里山真庭の持続可能
な森林経営

2020年3月 11 万㎥ 2023年 14 万㎥ 2023年 12.3 万㎥ 246%

2 里山真庭の持続可能
な森林経営

2020年3月 3 名 2023年 27 名 2023年 15 名 200%

3 木材の需要拡大と価
値向上

2020年3月 7 万㎥ 2023年 6 万㎥ 2023年 8 万㎥ -71%

4 木材の需要拡大と価
値向上

2020年3月 11 名 2023年 65 名 2023年 45 名 159%

5 分散型エネルギーの推
進

2020年3月 62 ％ 2023年 68 ％ 2023年 69 ％ 84%

6 分散型エネルギーの推
進

2020年3月 29 ％ 2023年 37 ％ 2023年 35 ％ 135%

7 くらしの中にある豊かさ
を感じる心と体を育む

2020年12月 667 人 2023年 5536 人 2023年 1500 人 585%

第２期SDGs未来都市計画（2021～2023）の進捗状況結果報告シート（様式3-1）

岡山県真庭市　第２期ＳＤＧｓ未来都市計画：計画期間2021年～2023年

指標名　
※【】内はゴール・ターゲット番号

当初値 2023年 2030年（目標値） 第3期計画（または独自計画）の
KPIへの反映状況

バイオマス発電所の増設【7.2、7.3、8.2、8.5、8.9】

2030年の目標へ向けて順調に進捗しており引
き続き第3期計画で進捗を確認していく。広葉
樹の燃料化の実証に取り組んでおり、３期では
広葉樹を活用したバイオマス発電所の増設を目
指す。

広葉樹を伐採する事業者数【7.2、7.3、8.2、8.5、8.9】 目標が達成できており、第3期計画ではKPIを
20社に見直し更なる推進を図る予定。

真庭市に住みたい意思がある割合【4.3、4.4、11.7】 2030年の目標へ向けて順調に進捗しており引
き続き第3期計画で進捗を確認していく。

生ごみ等資源化施設の整備【6.6、12.2】 目標へ向けて順調に進捗しており2024年に目
標達成予定。

可燃ごみの総量（t/年）【6.6、12.2】

2030年の目標へ向けて順調に進捗しており引
き続き第3期計画で進捗を確認していく。2024
年度から生ごみ等資源化施設が本格稼働し、
生ごみの分別により可燃ごみの削減を目指す。

指標名 当初値 2023年
実績

2023年
目標値

第3期計画（または独自計画）の
KPIへの反映状況

素材生産量（原木量） 順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

林業関係新規雇用者数 順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

真庭木材事業協同組合加入事業者出荷
量

順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

真庭木材事業協同組合加入事業者新規
雇用者数

順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

真庭市エネルギー自給率 順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

木質によるエネルギー自給率 順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

芸術アウトリーチ事業の体験者数（人/年） 目標が達成できており、第3期計画ではKPIを
2,000人に見直し更なる推進を図る予定。

2018年度



第２期SDGs未来都市計画（2021～2023）の進捗状況結果報告シート（様式3-1）

岡山県真庭市　第２期ＳＤＧｓ未来都市計画：計画期間2021年～2023年

2018年度

No 取組名 達成度
（％）

8 教育を地域で支える仕
組みをつくる

2020年3月 54.3 ％ 2023年 57.0 ％ 2023年 65 ％ 25%

9 教育を地域で支える仕
組みをつくる

2020年3月 48.1 ％ 2023年 47.3 ％ 2023年 50 ％以上 -42%

10 社会参加や活動の場
の推進

2020年12月 50 ヵ所 2023年 94 ヵ所 2023年 90 ヵ所 110%

11 市民の意識を喚起し行
動変革する

2019年度 11,082 t/年 2023年 10,368 t/年 2023年 10,400 t/年 105%

12 農業の基盤強化 2020年12月 42 法人 2023年 42 法人 2023年 45 法人 0%

13
農作業の生産性向上
に向けたスマート農業の
推進

2020年12月 2 法人 2023年 8 法人 2023年 6 法人 150%

14
農作業の生産性向上
に向けたスマート農業の
推進

2020年12月 3 名 2023年 15 名 2023年 23 名 60%

（３）第２期SDGs未来都市計画の進捗評価結果を踏まえた総括

（４）有識者からの取組に対する評価

地域や社会をよくするために何をすべきか考え
ることがあると
回答した児童生徒の割合：小学生

順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

地域や社会をよくするために何をすべきか考え
ることがあると
回答した児童生徒の割合：中学生

順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

指標名 当初値 2023年
実績

2023年
目標値

第3期計画（または独自計画）の
KPIへの反映状況

週１回の「集いの場」 目標が達成できており、第3期計画ではKPIを
120カ所に見直し更なる推進を図る予定。

可燃ごみの減量（t/年） 順調に進捗しており、KPIを要因の生ごみの収
集量に見直す予定。

農業生産法人または法人の参入数

順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。スマート農業の推進に係わる支
援策（機器導入補助など）により、徐々にス
マート農業農家が出てきている。個人農業者の
規模拡大等による法人化を推進する。

スマート農業取組法人数 順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

スマート農業取組農業者数 順調に進捗しており引き続き第3期計画で進捗
を確認していく。

・木質エネルギ-事業からSDGs観光の展開、資源循環、スマート農業への取組等派生的なSDGsアクションへの展開を高く評価する。
・現実的な指標と目標を設定し、順調に進捗されているのが確認できる。第３期での指標やKPIの見直し計画についても妥当である。

●特筆すべき事業内容
・バイオマス発電所の燃料安定供給の仕組みとして広葉樹のバイオマス燃料材搬出実証などを実施。【（1）1、（1）２】
・真庭市に住みたい意思がある割合については、真庭市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけているKPIであり、5年に１度市民アンケートにより評価を行う予定であり、現時点では
データ収集が出来ていないが、総合戦略の評価において、長期的な指標として目標達成へ向けた各種事業の推進をしていくこととしている。【（1）３】
・市内素材生産業者が積極的な雇用確保の取り組みを実施した。【（2）４】
・真庭木材事業協同組合加入事業者出荷量は、ウッドショックの影響による製材品の品薄及び価格高騰が落ち着き、生産量が減少した。【（2）３】
・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがあると回答した児童生徒の割合が、小学生は増えたが、中学生が下がった。【（2）8、（2）9】

●成果
・広葉樹搬出事業者の育成などへの成果が出ている。【（1）1、（1）２】
・林業関係新規雇用者数も増えた。【（2）４】

●課題
・木材の需要と価値は、社会の動向による影響が大きい。市内消費の拡大することにより、引き続き目標達成を目指す。【（2）３、（2）4】
・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがあると回答した児童生徒の割合の中学生が下がった。【（2）9】

●今後の展望
・生ごみ等資源化施設の稼働により、再生可能エネルギーの普及、ごみの減量化、再資源化に取り組むことにより、処理経費の削減が図られ、循環型社会が構築される。【（1）4、
（1）5、（2）11】
・木材の需要拡大と価値向上のため、市内消費の拡大することにより、引き続き目標達成を目指す。【（2）３、（2）4】
・教育分野では、地域資源を活用し、地域について学びながら、地域貢献を考える「郷育」に取り組んでいます。小学生は順調に目標達成へ向け進んでおり、今後もこの取組を継続し、
小学生から中学生まで一貫して目標達成を目指す。【（2）8、（2）9】
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